
2018年３⽉期上期の決算概要について説明いたします。
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上期の業績は10⽉19⽇に発表した修正予想値を若⼲上回りましたが、ほぼ想定通りの⽔
準となりました。売上⾼および全ての利益で過去最⾼値を更新するとともに、好調な業績を
受けて、第２四半期末の配当⾦、期末配当⾦の予想額をそれぞれ22円から23円に増額
しました。

売上⾼は前年同期⽐16％増、為替の影響を除くと12％増となりました。また、2016年度
に実施した買収の影響を除いても９％増となりました ⼼臓⾎管カンパニーは全４事業で⼆に実施した買収の影響を除いても９％増となりました。⼼臓⾎管カンパニーは全４事業で⼆
桁伸⻑を達成し、カンパニー全体でも30％伸⻑と全社の業績を牽引しました。

営業利益は、３カンパニーいずれも前年同期⽐20％以上伸⻑し、全社で22％増となりま
した。その結果、３期連続で上期の過去最⾼値を更新しました。営業利益の増加に加えて、
前年同期の為替差損に対し、当上期は差益を計上したこともあり、純利益は前年同期⽐
61％増の330億円となりました。
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営業利益の前年同期⽐での増減分析です。

最⼤の増益要因は、売上増による粗利益の増加でプラス173億円でした。粗利益率改善
効果はプラス54億円、主な内訳として、既存事業のミックス改善でプラス14億円、2016年
度に買収した事業の粗利益の寄与がプラス20億円でした。⼀⽅、減益要因である価格下
落、販売投資の増加、研究開発費の増加、のれん等償却費の増加は、概ね第１四半期と
同様のトレンドとなりました 為替の影響は 第１四半期がマイナス15億円でしたが 上期で同様のトレンドとなりました。為替の影響は、第１四半期がマイナス15億円でしたが、上期で
はプラス６億円となりました。
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地域別の売上⾼です。

⽇本の売上⾼は、第１四半期は１％減でしたが、第２四半期は増収となり、上期で前年
同期⽐１％増となりました。海外の売上⾼は全地域で20％以上伸⻑しました。特に⼼臓
⾎管カンパニーの海外売上⾼は35％増となり、全社の売上拡⼤を牽引しました。⾎液シス
テムカンパニーの海外売上⾼も⼆桁伸⻑となりました。
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カンパニー別の売上⾼です。

⼼臓⾎管カンパニー、⾎液システムカンパニーが増収、ホスピタルカンパニーが減収となりました。
⼼臓⾎管カンパニー、⾎液システムカンパニーの上期の増収率は第１四半期を上回るととも
に、ホスピタルカンパニーの減収率も第１四半期のマイナス４％から、上期はマイナス1％へと
改善しました。
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⼼臓⾎管カンパニーの売上⾼は前年同期⽐30％増となりました。

TIS事業の売上⾼は、買収した⽌⾎デバイスに加えて、アクセスデバイスやカーディオロジーな
ど既存事業の売上も好調に推移し、前年同期⽐でプラス58億円※となりました。

ニューロバスキュラー事業は、⽶国や中国、アジアを中⼼に、脳動脈瘤治療⽤のハイドロゲル
コイルや吸引カテーテルの売上が好調に推移し、前年同期⽐でプラス30億円※となりまし
た。買収の影響を除く売上伸⻑率は37％となり、⼼臓⾎管カンパニーの４事業の中で最も
⾼い⽔準となりました。

CV事業の売上⾼は、テルモカーディオバスキュラーシステムズ社の⽶国アナーバー⼯場におい
て、コンセント・ディクリーに基づく販売制限が全て解除され、⾎液モニターの出荷が再開され
たことなどが寄与し 為替の影響を除く前年同期⽐でプラス19億円となりました 下期以降たことなどが寄与し、為替の影響を除く前年同期⽐でプラス19億円となりました。下期以降
は、⼈⼯⼼肺システムの出荷も徐々に増えていく⾒込みです。

2016年度に買収した事業の売上寄与は、為替の影響を除いた前年同期⽐でプラス174
億円でした。

売上拡⼤に伴い 事業利益も前年同期⽐24％増となり 事業利益率も26％と⾼い⽔準売上拡⼤に伴い、事業利益も前年同期⽐24％増となり、事業利益率も26％と⾼い⽔準
を維持しました。

※注：為替および2016年度に実施した買収の影響を除いた⾦額を⽰しています。
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ホスピタルカンパニーの売上⾼は、前年同期⽐１％減となりました。主な減収要因は、医療
器の分野で、海外の低収益事業を縮⼩したことに加え、ヘルスケア分野の製品で、国内外の
アカウント整理を⾏ったことが主な要因です。第１四半期は代理店の在庫調整や、輸液ポン
プ・シリンジポンプの買い控えの影響がありましたが、第２四半期以降、回復基調に転じつつ
あります。

事業利益は前年同期⽐20％増 事業利益率も3ポイント改善し 17％となりました 第1事業利益は前年同期⽐20％増、事業利益率も3ポイント改善し、17％となりました。第1
四半期の事業利益率が15％であったのに対し、第２四半期は19％と⼤きく改善しました。
低収益事業の縮⼩やアカウントの整理による収益改善、閉鎖式輸液ライン、輸液ポンプなど
収益性の⾼い製品の売上増に加えて、経費の計上時期のずれ、アライアンス事業における
受託開発費の戻りなど、⼀時的なプラス要因も重なったことが要因です。
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⾎液システムカンパニーは、第１四半期に続き、売上⾼、事業利益ともに回復基調となりま
した。⽶国の⾎液センター向け製品の価格が下げ⽌まったことに加え、収益性の⾼いアフェレ
シス治療向け製品や、細胞処理分野の製品の売上伸⻑も収益改善に寄与しました。
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当上期の主なトピックスです。

9⽉25⽇より、南カリフォルニアのMicroVention Worldwide Innovation Centerが本
格的に稼働を開始しました。ニューロバスキュラー事業とTIS事業の末梢⾎管領域双⽅の製
品開発を担う拠点として、開発におけるシナジーの創出を⽬指します。
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2017年度のパイプライン製品のローンチ状況です。

ほぼ計画通り順調に進捗しています。

以上で説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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